
、γ
一フ

係
で
、
近
衛
天
義
弘
安
三
年
四
且
七
日
天
台
の
術
創

一
文
政
十
年
江
泊
郡
那
谷
寺
の
術
卵
胞目指。

白
山
者
詠

が
、
白
山
を
末
寺
に
列
す
る
の
勅
許
を
臨
う
た
時
、

一
じ
た
欧
百
首
、
及
び
四
季
の
新
倣
七
十
荒
白
を
集
め

廷
柏崎
直
に
裁
許
を
奥
へ
な
か
っ
た
が
、
迭
に
如
何
と

一
た
も
の
で
あ
る
。
訟
に
文
政
十
三
年
政
次
炭
坑
三
且

も
す
る
を
得
な
か
っ
た
と
見
え
て
、
五
且
四
日
に
京
一
法
制
戒
光
倫
相僻
慢
と
あ
る
。

り
受
宗
入
械
の
時
を
期
し
て
許
可
す
べ
き
を
約
せ
ら
一

シ
ラ
ヤ
マ
ヒ
ヤ
安
シ
ユ
白
山
百
首

金
保
の
人

れ
た
。
こ
の
草
は
百
錬
抄
に
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o
思

一
一
品
林
景
覧
の
一誌
で
あ
る
o
著
作
年
用
は
明
ら
か
で
な

ふ
に
用
品
宗
は
美
術
の
事
に
捻
っ
た
情
綱
で
あ
っ
た
か
一

い
が
、
明
治
抗
年
以
後
の
も
の
で
あ
る
。

ら
、
朝
廷
は
こ
の
僚
件
を
附
し
た
も
の
と
見
え
る
。

一

シ
ラ
ヤ
マ
フ
歩
コ
キ
白
山
復
古
記

一

加
。
森

然
る
に
仁
平
二
年
九
且
挺
宗
示
寂
し
た
か
ら
.
白
山

一
間
平
次
悲
。
明
治
五
年
部
存
附
領
自
山
山
路
の
十
八
ヶ

は
こ
の
時
山
門
の
米
院
と
な
っ
た
と
部
む
べ
き
も
の

一
村
所
図
に
関
す
る
石
川
鯨
と
延
期
制
鯨
と
の
交
捗
に
起

で
あ
る
。
但
L
近
代
の
長
夜
白
光
院
は
居
間
吉
宗
に
随

一
り
、
同
年
太
政
官
の
命
に
よ
り
、
凡
ベ
て
加
到
能
楽

し
て
ゐ
た
。
」
ピ
ヤ
ク
コ
ウ
イ
y

白
光
院
。

一
部
に
附
け
ら
れ
、
七
年
石
川
鯨
官
が
続
出
制
し
て
働
問

〈十
四
〉
時
間
腿
寺
院
本
宮
又
は
中
宮
に
臨
す
る
寺
院
一
を
下
山
せ
し
め
た
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。

に
白
山
五
院
・中
宮
入
院
・三
箇
寺
な
ど
が
あ
っ
た
。

一

シ
ラ
ヤ
マ
フ
ル
主
ヤ
白
山
古
宮

佐
古
の
白
山

そ
れ
ら
に
就
い
て
は
各
そ
の
項
に
記
す
る
。

一
比
時
制
祉
の
所
在
で
、
石
川
郡
白
山
村
地
内
に
図
し
、

ジ
ラ
ヤ
マ
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ
ソ
ウ
シ
ヨ
白
山
比
時

一
手
取
川
安
h

民
総
が
捌
の
上
に
あ
る
。
文
明
十
二
年
十

締
結
筆
書
同
制
枇
腕
磁
の
文
献

一
切
を
集
め
て
活

一
月
十
六
日
成
刻
炎
上
し
て
、
制
強
を
=
一
，
宮
に
車
中
川出

版
に
附
し
た
も
の
で
、
第
一
純
白
山
把
政
調
印
、
第
二

一
L
、
制
緩
そ
の
儲
に
な
っ
た
。
古
宮
の
般
地
は
初
め

紺
長
夜
叫
割
程
.
第
三
帆
白
山
比
時
前
社
文
部
‘
第
四

一
聞
大
で
あ
っ
た
が
‘
持
出
水
侮
に
決
出
し
て
、
今
住
か

叫
判
秘
締
袋
、
第
五
帆
白
山
耐
枇
考
、
第
六
靴
執
奏
家

一
に
七
百
二
十
歩
を
越
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
ぬ
o
街
の
古

凱
前
滞
文
器
、
第
七
納
長
富
山
師
+
虫
記
録
、
第
八
料
管

一
木
が
残
っ
て
居
た
か
ら
、
こ
の
地
官
補
の
森
と
も
い

総
節
と
成
っ
て
居
る
。
宮
司
高
原
美
忠
の
大
正
中
に

一
号
た
。

編
す
る
厨
で
あ
る
。

一

シ
ラ
ヤ
マ
ベ
ツ
ク
ウ
ジ
ン
ジ
ヤ
白
山
別
宮
紳
社

シ
ヲ
ヤ
マ
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ
モ
ン
ジ
ヨ
白
山
比
離

一
↓
ベ
ツ
ク
ウ
別
宮
。

神
社
文
書
一
加
。
同
紳
枇
厨
殺
の
文
誌
類
一
切
を

一

シ
ラ
ヤ
マ
ホ
ウ
ノ
ウ
シ
ユ
ウ
白
山
奉
納
焦

阿

年
代
の
附
序
に
集
め
た
も
の
で
、
大
正
十
三
年
十
二
一
雄
粁
制
務
部
将
目
録
に
、『
白
山
第
納
集
、
二
加
、
伊

月
宮
前
高
原
安
息
の
搬
裂
に
係
h
J
、
白
山
出
枠
制
枇

一
勢
佐
臨
蛮
(
彦
)紳+士
、
同
(
延
氏
六
年
)
九
月
日
』
と

僻山
部
第
三
判
と
し
て
活
版
に
附
せ
ら
れ
て
厨
る
。
文

一
蹴
せ
ら
れ
る
が
、
現
物
は
未
だ
汲
見
せ
ら
れ
ぬ
。
皮

明日
の
最
も
古
い
も
の
は
建
保
四
年
の
が
あ
り
、
新
し
一
曾
殴
彦
は
白
根
集
に
見
え
、
そ
の
白
山
宮
に
指
で
た

い
の
は
文
久
年
間
の
も
あ
る
o
向
こ
の
耐
祉
の
文
相
町
一
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
草
庵
集
に

『
容
や
む
か
し
石
川

に
は
議
型
第
六
靴
の
執
奏
家
艶
笛
務
文
書
と
第
七
帆
一
部
さ
ら
よ
し
野
に
分
入
て
、
花
に
来
て
こ
L
A

も
こ
と

の
長
定
榊
主
記
録
と
が

あ

る

。

一

さ

ら

よ

し

の
哉
際
彦
』
と
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら
れ

シ
ラ
ヤ
マ
ヒ
ヤ
安
シ
ユ
志
一
良
山
百
首

一
加
。

一
る
。
元
職
五
年
句
空
の
若
な
る
梓
限
集
の
序
に
、『
ふ

シ
ラ
ヤ
マ
マ
ガ
ラ
主
チ
コ
ウ
白
山
毘
柄
太
万
考

一
加。

文
政
入
年
間
間
景
胤
若
。
白
山
比
時
制
祉
に

民
柄
十
郎
左
術
門
が
奉
納
し
た
大
太
万
の
来
慨
を
考

認
し
た
も
の
で
あ
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
マ
ン
テ
白
山
高
旬

院
長
元
年
前

m

利
家
は
白
山
比
昨
榊
祉
の
堂
宇
を
造
管
し
た
が
、
之

に
先
だ
ち
裕
士
北
村
三
郎
右
衛
門
宗
甫
は
、
白
山
耐

が
千
句
の
辿
似
を
求
め
給
ふ
般
告
や
一
得
た
。
後
迎
々

し
て
行
は
れ
な
か
っ
た
が
、
同」
1
年
よ
り
十
二
年
に

烹
る
聞
に
宗
前
は
脳
摘
久
左
衛
門
明
宗
と
部
り
、
百

部
十
巻
を
政
和
L
、
之
に
五
百
二
人
の
名
を
列
し
て

献
っ
た
。
今
そ
の
序
文
の
外
九
鮎
を
存
す
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
マ
ン
ダ
ラ
白
山
量
陀
血
相
能
喫
郡
富

竹
な
司
令
木
知
氏
の
所
有
で
、
長
さ
二
米
・
幅
一
米
の

=
一帆
射
に
、
白
山
の
地
名
臨
す
を
剣
把
し
た
も
の
で
、

恩
人
は
之
常
白
山
製
陀
縦
と

-一吉田う
て
ゐ
る
。
袈
訟

に
、『
覧
政
元
年
己
酉
秩
九
且
穀
日
-。
加
賀
凶
金
抑
府

下
之
慌
司
郡
水
治
左
衛
門
射
的
充
奉
納
之
。
芸
m
M
桁

綴
淑
態
。
』
と
あ
る
。
も
と
白
山
本
{
呂
長
廷
の
賊
す
る

田
山
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

シ
ラ
ヤ
マ
Z
チ

白

山

路

三
宮
古
田
記
文
保
三
年

に
白
山
路
と
見
え
、
大
束
寺
山
鵬
貞
利
二
年
街
地
献
に

白
山
大
滋
と
見
え
る
。
石
川
紺
野
々
市
・鴻
来
・白
山

の
絡
線
を
い
ふ
の
で
あ
ら
う
。

シ
ラ
ヤ
マ
Z
ヤ
ジ
リ
白
山
宮
尻

手
取
川
安
久

間M
捌
の
上
な
る
石
川
郡
白
山
比
昨
副
社
首
社
地
の
尻

地
を
宮
尻
と
い
う
た
。
白
山
富
来
臨
説
中
記
録
に
、

『延
，天元
年
丙
巾
三
月
十
九
日
、

依
ζ

大
洪
水
日
宮
尻

ノ
絡
崩
失
。
平
等
寺
強
市
ノ
在
家
皆
疏
レ
失
。
侃
鍔
=

往
行
-
舟
附
山
ノ
鑓
忌
新
協
ヲ
付
-
フ
ル
。
』
ま
た
貞
治

り
に
し
器
納
集
の
し
る
(
り
カ
〉
へ
に
ま
た
四
容
者
つ

ぐ
』
と
い
ふ
の
は
、
こ
の
白
山
奉
納
集
の
こ
と
で
あ

ら
'ヲ
。

四

二
年
五
月

H
一
日
の
拙
靴
下
に
、『
間
宿
以
下
帯
=附
図
。

宮
尻
ノ
援
ロ
マ
デ
令
=
混
同
↓
』
と
も
あ
る
。
そ
の
宮
院

に
あ
る
村
古
川
を
白
山
富
尻
村
と
い
う
て
、
元
利
五
年

正
且
廿
入
自
の
お
閉
山に
も
見
え
る
が
、
後
に
は
引
に

白
山
村
と
な
り
、元
緑
十
四
年
の
郷
村
名
義
抄
に
『
石

川
郡
白
山
村
領
之
内
に
往
昔
下
白
山
之
社
有
之
。
放

に
村
名
に
成
同
申
何
回
。』
と
い
ふ
や
う
に
な
っ
た
。

シ
ラ
ヤ
マ
ξ
ヨ
ウ
リ
ゴ
ン
ゲ
ン
白
山
妙
理
構
現

白
山
嶺
上
の
訓
療
は
白
山
均
時
制
で
あ
る
が
、
南
部

制
道
か
ら
白
山
妙
型
機
引
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
郡

平
同
町
袋
記
に

『
白
山
妙
理
縦
割
は
、
日
本
町
出
刷
出
の
癌

峰
に
て
、
朝
家
唯
一
の
榊
明
な
り
。
』
と
い
ふ
も
の
、

即
ち
是
で
あ
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
ミ
ヨ
ウ
リ
ダ
イ
ボ
ザ
ツ
白
山
妙
理
大

菩

薩

白

山

の
綴
上
に
鎮
座
す
る
跡
恕
を
、
仰
徒
は

白
山
妙
理
大
宮
院
と
も
い
う
た
。
白
山
把
に

『
其
山

頂
名
子
制
定
。
住
=
有
徳
大
明
利
。
印
蹴

zE
一
位
白
山

妙
理
大
明
日
隣
↓』

と
あ
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
モ
リ
ベ
ケ
イ
ズ
白
山
守
部
茶
園

一

容
。
白
山
尾
添
口
惜
，
新
宮
の
榊
主
守
部
氏
の
系
闘

で
、
阪
本
は
路
一
郎
村
に
併
へ
ら
れ
る
、
こ
の
系
闘
に

鎌
足
か
ら
恕
い
て
ゐ
る
の
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
白
山

記
に
守
部
氏
は
虫
丸
の
米
福
山
と
あ
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
モ
ン
ド
ウ
白
山
問
答

一

般
。
白
山

長
距
滋
訟
詰
。
白
山
讃
上
の
榊
澗
及
び
白
山
比
昨
副

社
の
古
京
市
仰
を
問
答
恒
に
芯
い
た
も
の
。
貞
苧一
主

年
と
元
徹
十
六
年
の
自
犯
で
あ
る
。

シ
ラ
ヤ
マ
ユ
ウ
キ
白
山
溢
記
明
治
世
一

年
に

著
者
今
川
以
昌
が
、
主
人
の
同
行
者
と
共
に
、
市
，瀬

口
か
ら
白
山
に
積
怨
し
て
、
同
じ
市
，
搬
口
へ
降
下
し

た
記
事
に
過
ぎ
ぬ
が
、
白
山
に
闘
す
る
古
来
の
文
患

を
蹟
〈
網
羅
し
、
地
質
・
坐
物
等
も
親
切
に
紹
什
せ

ら
れ
て
ゐ
る
。
序
文
の
花
王
掌
士
山
人
は
問
国
間
太
旧
来

五


